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研究会報告

ＣＩＡフォーラム研究会報告

� 研究会�No.ｈ１（内部監査人育成ベストプラクティス研究会）

実践的な内部監査能力チェックシート
の策定について

ＣＩＡフォーラムは、ＣＩＡ資格保持者の研鑽及び相互交流を目的に活動する、一般社団法人日

本内部監査協会（ＩＩＡ－ＪＡＰＡＮ）の特別研究会である。各研究会は、担当の座長が責任をも

って自主的に運営し、研究期間、目標成果を設定し、研究成果を発信している。

当研究報告書は、ＣＩＡフォーラム研究会No.ｈ1が、その活動成果としてとりまとめたものであ

る。報告書に記載された意見やコメントは、研究会の「見解」であり協会の見解を代表するもので

はなく、協会がこれを保証・賛成・推奨等するものでもない。

Ⅰ．はじめに

組織（企業、団体等）を取り巻く環境が目ま
ぐるしく変わり、内部監査部門に求められるレ
ベルがますます高度化する中で内部監査人の育
成が極めて重要であるとの認識のもと、我々の
研究会は「内部監査人育成のベストプラクティ
ス」を主題として、「内部監査人の育成」という
普遍的なテーマについて継続的に議論を重ねて
いる。

直近では『月刊監査研究』の2021年７月号に
「内部監査の高度化に向けた態勢整備と人材育成
の取組みについて」として研究成果を発表した。
その後の研究テーマを検討している中で、内部
監査人協会（ＩＩＡ）が「内部監査能力フレー
ムワーク」の改訂版を2020年（『月刊監査研究』
の日本語訳掲載は2021年１月号）に公表した。

この公表されたフレームワークが内部監査人
育成についての決定的な基準・標準になり得る
との思い、期待の一方で、現行の内容は周辺領
域も含め一定程度の内部監査の知識を持つ者で
ないと理解が難しいのではとも感じた。

そこで、我々の研究会では、一般的な日本の

組織（企業、団体等）において、内部監査部門
への転入者でも容易に理解できるよう、平易な
文書で、かつ、ポイントとなるキーワードには
解説も添えて、汎用的な「Ⅱ．内部監査能力チ
ェックシート」を策定することとした。

策定にあたってのステップとしては、以下の
３段階とし、各メンバーに分担を割り当て、整
理した内容を持ち寄って、毎月の研究会の中で
認識を合わせ、必要であれば英語の原文に立ち
返って議論等を重ねた。①ＩＩＡの現行のフレ
ームワークのキーワードの解説と頻出動詞の類
型化等、②上記①を踏まえた研究会としての解
釈文整理等、③上記②を踏まえた全体のトーン
合わせ、実践的シート策定等。

このＩＩＡの内部監査能力フレームワークは
「専門性」「実施」「環境」「リーダーシップとコ
ミュニケーション」の４つの知識エリアの中の
23個の項目を「一般的認識」「応用知識」「専門
家」という３段階の能力レベル毎に定義してい
る。情報量が多く多岐にわたるため、研究会で
の認識合わせや議論、仕上げ等に約２年を要し
たが、ようやく整理が完了したのが次頁以下の
シートである。
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Ⅲ．おわりに（まとめ）

冒頭に述べたとおり、内部監査能力フレー

ムワークを一般的な日本の組織（企業、団体

等）にも適用できるように、より平易な内容

にすべく整理、議論を続け、上述のとおりの

実践的な「チェックシート」を策定するに至

った。

内部監査部門が属する組織（企業、団体等）

の業界や規模等は勘案せず汎用的な内容とし

ているため、実際に自組織に導入する際には

実態に合わせて取捨選択、修正等していただ

けたらと考える。

今回の研究成果が、高度化を目指す内部監

査部門の内部監査人育成や教育担当の責を担

う方々にとって一助となれば幸いである。

＜ＣＩＡフォーラム研究会No.ｈ１（内部監査人育成ベストプラクティス研究会）メンバー＞

 （順不同・敬称略）

島田　裕次（統括座長）、渡辺　一史（座長）、宮本　幸治（成果物作成時座長）

城内　将人、渡辺　雅博、別所　俊男、黒田　浩史、野田　治範、真野　雄一、中西　太一、

犬塚　伸司、永田　勝久、田中　純、高辻　奈保子、田中　寿彦、森　厚子、内藤　拓
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